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論文内容の要旨
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瞬帯静脈血流 pulsationは，胎児心不全や房室弁精造異常時において発生すると考えられていた。しか
し.著者等は，臨床的に上記の病態がt否定される胎児においても，本所見を認めることがあることを報告
した。そこで，正常心機能を有すると考えられる胎児における臓帯静脈 pulsationについての検討を行い，
その特徴を明らかにすることを目的として検討を加えた。
まず.妊娠13過以降の正常妊婦 449例を対象に.正常胎児における本所見の出現頻度を検討した。妊娠
13週より22週にいたるまでその出現頻度は低下し続けるが，その後は妊娠40過にいたるまで5--8%に腰
帯静脈 pulsationがみられた。また，妊娠21週以降では，すべての例において pulsationが検出されたの
は胸帯の一部の場所においてのみであり，同一例の1聞の検討でも pulsation陽性部仲ー と除性部柑.が認め
られたことから，少なくとも21週以降の正常胎児の瞬帯静脈 pulsationは局所的のみに発生することが分
かった。また，一部の例では胎児下大静脈血流の評価も行ったが，いずれも異常血流はみとめなかった。
さらに，妊娠2::1週以降の pulsation陽性例では瞬帯動脈rcsistanceindexが低値をとる傾向がみられた。
臓信過捻転合併す三宮内胎児発育遅延の7砂IJの検討では，膳帯全長にわたって静脈 pulsationが分娩にいた
るまで観察されたが，胎児下大動脈血流に異常は認めなかったのさらに，局所的 pulsation陽性の正常妊
婦15例において本所見の発生条件を検討したところ，本所見は瞬帯の急激な屈曲部位や圧迫部位において
出現していることが明らかとなった。
以上より.瞬苦手静脈 pulsationが心原性のみならず膳帯賑件ーにも発生すること. また少なくとも肝婦23
週以降にみられる瞬帯原性 pulsati onは，瞬帯循康障害と密接な関係を持つことが明らかとなった。
論文審査の結果の要旨
超音波パルスドプラ法による速度計測上，腰帯静脈流は通常定常流を示すが，時として胎児心拍周期に
ー致した速度低下現象を不すことがあり，本現象はゆらぎ(pulsation)と町'ばれている。着者らは，本所
見が胎児心不全や房主弁構造異常に伴って，胎児下大静脈lfn流速度波形の異常と共に出現することを明ら
かにしたが，時として正常胎児においても本所見がみられることを報告した。しかし正常胎児において
出現する瞬，市静脈If日流のゆらぎには.胎児下大静脈血流異常を伴うことはなく，胎児心不全や心奇形時に
みられるものとは異なった機序により先生していると考えられる。また.胎児心に異常を認めない瞬帯過
捻転、伊lにおいても本所見が出現することが知られており，瞬帯街頭障害がl跨帯静脈l自l流のゆらぎ発生と密
接な関係があることが推察されるの
本研究は，.tf常胎児にみられる瞬帯静脈血流のゆらぎの特質を明らかにするため.①妊娠13週以降のi正
常胎児における本所見の発牛.頻度について検討を加え.②勝帯循環|埠'#の発牛ーが強く示唆される子向内胎
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児発育遅延を伴った腰帯過捻転例における本所見について検討を加えた。③さらに，妊娠第2三半期後半
以降の正常胎児にみられる腐帯静脈の局所においてのみ出現するゆらぎの発生条件について検討を加えた。
その結果，①1正常胎児においてみられるゆらぎは，妊娠13週以降妊ー娠の進行に伴ってその発生顛度が漸
減していくが.妊娠第 2 三半期後半以降にはその発生頻度が約 5~7%とほぼ一定化することが分かつた。
さらに，同時期以降に発生するゆらぎは瞬帯の局所においてのみ発生し，胎児下大静脈血流に異常を認め
ないことが明らかとなった。②両方，勝帯過捻転例では瞬帯全長にわたってゆらぎの発生をみるものの，
同じくド大静脈血流に異常を伴わないことが明らかになった。③また，①で認めた局所的にのみ検出され
るゆらぎは，勝帯の著しい屈曲部位や腰帯が胎児や子宮壁などにより圧迫されている部位において出現し
ていることが明らかとなった。
以上の結果から，瞬帯静脈血流のゆらぎは，胎児心不全や房室弁構造異常などいわば心原性に発生する
もののほか，胎児下大静脈血流に異常を認めることなく腐帯静脈む局所もしくは全長にわたって出現する
鰐帯原性ゆらぎが存在し，これば瞬帯循環障害とi密接な関係を持つことが明らかとなった。
本研究は，陣痛発来以前の評価が不可能であった瞬帯循環障害の分娩前診断法を確立するとともに，こ
れによる胎児低酸素症の発生予防に寄与するものとして，博士(医学〉の学位を授与するに値するものと
認められた。
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